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瞼裂斑炎に類似した結膜の actinic granuloma の2例

Two cases of conjunctival actinic granuloma  
mimicking pingueculitis

〇小幡　博人1）、吉川　洋2）

1）埼玉医科大学総合医療センター 眼科

2）九州大学学院医学研究院 眼科学分野

〇�Hiroto�Obata1）,�Hiroshi�Yoshikawa2）

1） Department of Ophthalmology, Saitama Medical Center, Saitama Medical University
2）Department of Ophthalmology, Graduate School of Medical Sciences, Kyushu University

〈要　約〉

【目的】 Actinic�granuloma は弾性線維変性と多核巨細胞を含む肉芽腫性炎症を特徴とする疾患である。結
膜の actinic�granuloma は非常に稀であるが、ここに2例を報告する。

【症例】 
症例1：41歳女性。ステロイド点眼に反応しない瞼裂斑炎という診断で紹介された。右眼の耳側球結膜に数
個の小結節を伴う瞼裂斑様の腫瘤を認め、充血を伴っていた。リンパ系の腫瘍性病変を考え切除した。病
理組織学的に、結膜上皮は扁平上皮化生を生じており、粘膜固有層に弾性線維変性と軽度のリンパ球浸潤
と多数の多核巨細胞の浸潤を認め、actinic�granuloma と診断した。
症例2：33歳女性。左眼の耳側球結膜の瞼裂斑の生じる部位に充血を伴う腫瘤を認めた。腫瘍性病変を考え
切除した。病理組織学的に、結膜上皮は扁平上皮化生を生じており、粘膜固有層にリンパ球や好酸球の浸
潤と複数の多核巨細胞を認め、また弾性線維変性もみられ、actinic�granuloma と診断した。

【結論】 本疾患は看過されている可能性がある。結膜腫瘤・腫瘍の鑑別診断として、そして病理組織学的に
弾性線維変性に肉芽腫性炎症を伴っている所見が観察される場合、本疾患の存在を認識しておく必要がある。

Key word： 結膜腫瘍、Actinic granuloma、瞼裂斑炎 
Conjunctival tumor, Actinic granuloma, Pingueculitis

　�緒　言��

　Actinic�granuloma は日光により障害をうけた皮膚

に生じる肉芽腫性炎症で、O’Brien1）が1975年に皮膚科

の雑誌に報告した。病理組織学的に、弾性線維変性

（elastotic�degeneration）と多核巨細胞を含む肉芽腫性

炎症を特徴とする疾患である1,�2）。PubMed を検索する

と、眼科領域では Proia ら3）が1983年に結膜の actinic�

granuloma を報告したのが最初である。現在まで8つ

の文献があり、合計で16例が報告されている3-10）。そ

の多くが球結膜にみられる数㎜大の隆起性病変で、瞼

裂斑炎に類似している。結膜の actinic�granuloma は

非常に稀で、本邦からの報告は1例もない。今回、瞼

裂斑炎に類似した結膜の actinic�granuloma の2例を

報告する。
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